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法人の名称：特定非営利活動法人たけのこ会 

１ 事業の成果 

相談支援では、これまで行なっていた、いわゆる障害当事者が行なう相談について

は、従来の自立支援センターとは切り離し、新たに社会貢献事業として、たけのこ会フ

リースペースという名称でスタートさせた。従来の自立生活支援センターは、そのまま

サービス利用計画を積極的に行いながら一般相談も取り入れ利用者のサービス設計

を構築している。 

生活介護事業では、利用者、スタッフ共々、充実してきた事から活動内容を作業や

生活実習だけではなく、それぞれの趣味を活かしながら楽しいプログラムを構成し利

用者が心身ともにより健康な生活が送れるようつとめています。 

居宅介護事業では、若い障害者たちのニーズを発掘し、将来的には、自立生活へ 

つなげていくため、いつでもヘルパー派遣が可能になるヘルパー募集の活動に力を

入れ、現在、未来の両面から期待できるヘルパー体制を構築している。 

 身障者用グループホーム運営事業では、入居者に対する対応のマンネリ化を防ぐた

め、スタッフの一部入れ替え、また、それと同時に地域の防災訓練や祭り、運動会等

へ積極的に参加し、地域住民との交流をはかっている。 

 

２ 事業内容 

特定非営利活動に係る事業 

（１） 障害相談支援事業 

① 事業の内容：サービス利用計画を作成し、一般相談を取り入れ情報提供を行

ない、自主性を尊重した、自立生活へのアプローチを行なっている。 

② 事業の日時：通年 

③ 事業の場所：たけのこ会自立生活支援センター、利用者宅 

④ 事業の従事者：２名 

⑤ 事業の対象者：障害当事者ならびにその家族 計２０名 

⑥ 事業の支払額：９，４５４，０３４円 

 

（２） 障害福祉サービス事業 

 ア）生活介護事業 

① 事業の内容：通所障害者たちが作業や生活実習を通し、社会参加活動を行

ない、それを７名の職員が支え、自立へのアプローチを取っている 

② 事業の日時：通年 

③ 事業の場所：たけのこ会協同作業所 

④ 事業の従事者：７名 

⑤ 事業の対象者：障害当事者 ２７名 

⑥ 事業の支払額：３２，５７０，４０８円 

 



イ）身障用グループホーム運営事業 

① 事業の内容：スタッフが４人の入居者の身辺介助や家事援助等を行ない、 

共同生活というかたちを通し、地域での自立生活を実践し 

ている。 

② 事業の日時：通年 

③ 事業の場所：たけのこ会アイエルホーム 

④ 事業の従事者：３名 

⑤ 事業の対象者：障害当事者 ４名 

⑥ 事業の支払額：１２，８９５，８８５円 

 

ウ）身体障害者居宅介護事業 

① 事業の内容：一人暮らしの障害者をはじめ、高齢の親との同居生活を行っ 

        ている障害者に対し、必要な身辺介助や家事援助を行ない、 

在宅障害者の地域生活を支えている。 

② 事業の日時：通年 

③ 事業の場所：たけのこ会介助派遣センター 派遣利用者宅 

④ 事業の従事者：４５名 

⑤ 事業の対象者：障害当事者 ４０名 

⑥ 事業の支払額：１２４，０４０，３５６円 

 

 


